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３
人

人
。
好

マカラニアン宮殿の紋章の前で握手する

一
・
一
＝
一
一
一

構
災
害
が
発
生
し
た
時
に
自
だ
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表

然
災
害
の
少
な
い
岡
山
に
各
し
た
い
。

国
の
医
療
チ
ー
ム
が
集
結
す
　
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
構
想
の
４
分
野

る
拠
点
形
成
を
推
進
し
て
い
の
中
で
最
も
重
要
な
の
が
平

る
。
受
け
皿
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南

海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
フ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
政
府

チ
ー
ム
と
し
て
台
湾
、
モ
ン

ゴ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
内
定
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、

タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
に
限

ら
ず
欧
米
諸
国
に
も
広
げ
た

へ
○

し　
民
間
の
医
療
チ
ー
ム
受
け

入
れ
に
関
し
て
も
同
様
で
あ

る
。
当
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
各
国
の
医
療
チ
ー
ム
を
受

者
け
入
れ
る
た
め
に
は
各
国
の

Ｊ

医
療
チ
ー
ム
と
の
交
流
の
強

岬
化
が
必
要
。
当
プ
ラ
ッ
ト
フ

ぐ
ォ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
医

匹
療
機
関
所
属
医
療
ス
タ
ッ
フ

｛
い
の
海
外
災
害
被
災
者
救
援
活

丿
動
へ
の
派
遣
は
大
歓
迎
で
あ

皿
る
よ
や
飯
泉
嘉
門
徳
肩

秘
県
知
事
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
海
外

四
災
害
被
災
者
救
援
活
動
を
支

大
。
援
す
る
協
定
書
を
締
結
さ
れ

和
構
築
で
あ
る
。
そ
の
象
徴

は
難
民
や
災
害
被
災
者
救
援

活
動
を
実
施
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ

多
国
籍
医
師
団
で
あ
る
。
国

家
と
の
連
携
に
よ
り
活
動
範

囲
と
内
容
が
一
段
と
深
化
す

る
。
そ
の
成
果
を
0
9
年
に
国

連
経
済
社
会
理
事
会
か
ら
認

定
さ
れ
た
総
合
協
議
資
格
に

基
づ
い
て
関
係
す
る
国
連
諸

機
関
に
政
策
提
言
を
し
た

ぺ
Ｏ

Ｉ
Ｖ

し
よ
Ｉ上

時
代
の
僧
侶
、
一
遍

は
「
花
の
こ
と
は
花

に
聞
け
」
と
い
う
趣
旨
の
発

言
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
こ
と
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
聞
け
。
こ

れ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
唱
す
る

ロ
ー
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

あ
る
。
皆
様
方
の
更
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）

ゆ
レ
り

』
　
２
０
１
６
年
９
月
1
9
日
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ラ
カ
ニ
ア

Ｔ
宮
殿
で
エ
バ
ス
コ
大
統
領

二
肘
内
閣
統
括
秘
書
官
と
会
談

』
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
災
害
発

』
生
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
医

一
療
チ
ー
ム
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海

Ｔ
ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト

ー
フ
ォ
ー
ム
ヘ
派
遣
す
る
Ｍ
Ｏ

…
Ｕ
（
協
力
協
定
）
を
結
ぶ
こ

』‘
と
で
合
意
し
た
。

1
1

‐
　

エ
バ
ス
コ
氏
は
ド
ゥ
テ
ル

ー
テ
大
統
領
が
最
も
信
頼
す
る

括
秘
書
官
の
Ｉ

で
あ
る
。
大
統

領
選
挙
本
部
長
と
し
て
も
貢

献
し
た
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
は
元
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ

オ
市
長
で
あ
り
、
エ
バ
ス
コ

氏
は
元
ボ
ホ
ー
ル
島
マ
リ
ボ

ホ
ッ
ク
町
長
。
両
者
共
に
ビ

サ
ヤ
語
圏
出
身
で
あ
る
。

　
エ
バ
ス
コ
氏
の
統
括
下
に

ヽ
‐
ぷ
ジ
ク
か

菅波茂

内
閣
が
活
動
。
２
人
の
秘
書

が
彼
を
支
え
て
い
る
。
上
級

秘
書
が
メ
ル
カ
ド
氏
。
メ
ル

カ
ド
氏
は
元
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
開
発
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｄ
Ａ

Ｐ
）
上
級
副
学
長
。
メ
ル
カ

ド
氏
を
Ｄ
Ａ
Ｐ
か
ら
の
精
鋭

チ
ー
ム
が
支
え
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
Ｄ
Ａ

Ｐ
は
相
互
協
力
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を

延
年
に
締
結
し
た
。

　
す
べ
て
の
始
ま
り
は
0
9
年

９
月
に
発
生
し
た
マ
ニ
ラ
市

洪
水
被
災
者
救
援
活
動
に
岡

山
市
在
住
の
古
城
デ
イ
ジ
ー

氏
（
当
時
岡
山
倉
敷
フ
ィ
リ

ピ
ー
ノ
・
サ
ー
ク
ル
会
長
）

に
調
整
員
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼

女
の
い
と
こ
が
海
軍
将
校
だ

っ
た
。
そ
の
ご
縁
で
Ｈ
年
1
0

月
に
岡
山
済
生
会
総
合
病
院

が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ローケカルイニシアチブ
　
’
　
　
　
と
う
し
よ

　
「
国
際
島
嶼
医
療
セ
ミ
ナ
ー

～
離
島
の
医
療
を
考
え
る

～
」
の
基
調
講
演
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
軍
准
将
で
あ
る
ラ
カ
ニ

エ
ン
タ
医
師
を
招
へ
い
。
彼

が
Ｄ
Ａ
Ｐ
上
級
副
学
長
の
メ

ル
カ
雅
氏
を
Ａ
Ｍ
ｎ
Ａ
に
紹

介
し
た
ツ

　
1
3
年
1
0
月
に
ボ
ホ
ー
ル
島

が
地
震
に
襲
わ
れ
た
時
に
メ

ル
カ
ド
氏
と
一
緒
に
被
災
者

救
援
を
し
た
被
災
地
の
町
長

が
エ
バ
ス
コ
氏
だ
っ
た
。
住

民
か
ら
非
常
に
慕
わ
れ
評
価

を
受
け
て
い
た
。
彼
の
要
請

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ヘ
ル
ス
セ
ン

夕
１
再
建
を
行
っ
た
。
な
お
、

1
3
年
1
1
月
に
台
風
3
0
号
に
よ

る
大
災
害
が
レ
イ
テ
島
に
発

生
し
た
時
に
Ｄ
Ａ
Ｐ
は
政
府

医
療
チ
ー
ム
と
海
軍
１
個
小

隊
の
護
衛
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療

チ
ー
ム
に
つ
け
て
く
れ
た
。

お
陰
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
海
外
か

ら
の
医
療
チ
ー
ム
が
活
動
す

る
に
は
危
険
と
さ
れ
て
い
た

地
域
の
被
災
者
救
援
医
療
を

広
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

松
田
久
岡
山
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
と
「
西
の
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
構
想
の

一
環
と
し
て
、
日
本
で
大
規
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